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広報きたしおばら ②

▲役場を訪問・記念撮影

▲第一中学校を訪問　Nice to meet you!

▲裏磐梯中学校でランチ

温
度
計
な
ど
お
み
や
げ
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。



③ 広報きたしおばら

沖
縄
県
東
村
の
訪
問
団
18
名
（
中
学
生
14
名
・
引
率
者
４
名
）
が
９
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４
日
間
に
渡

り
、
本
村
中
学
生
と
の
交
流
や
村
内
の
観
光
施
設
見
学
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
第
一
中
学
校
で
は
、
一
中
生
徒
の
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
歓
迎
行
事
の
後
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
実
施
。
裏
磐
梯
中

学
校
で
は
、
校
舎
を
案
内
後
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

▲蒔絵体験　なかなか上手にできました。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

お
肉
は
大
好
き
で
す
。

▲五色沼にて記念撮影　ニュージーランドとどこか似ているかな？



広報きたしおばら ④

平
成
14
年
度
決
算
承
認
さ
れ
る

平
成
14
年
度
の
決
算
は
、
９
月
議

会
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
平
成
14
年
度
決
算

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
国
の
構
造

改
革
に
よ
る
補
助
金
や
地
方
交
付
税

の
削
減
な
ど
を
受
け
、
地
方
財
政
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
村

で
は
、
行
政
改
革
を
一
層
推
進
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
た
結
果
、

一
般
会
計
で
二
億
三
三
八
万
円
（
こ

の
う
ち
、
六
一
一
万
円
は
平
成
15
年

度
へ
の
繰
越
事
業
の
財
源
と
し
て
充

当
）
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
年
度
末
に
は
、
財
政
調
整

基
金
（
将
来
の
計
画
的
な
財
政
運
営

を
行
う
た
め
の
積
立
金
）
へ
五
、
七

二
八
万
円
を
積
立
て
ま
し
た
。

な
お
こ
の
決
算
剰
余
金
は
、
将
来

の
財
政
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
た
め
、

地
方
債
の
繰
上
償
還
や
積
立
金
な
ど

に
回
し
、
さ
ら
に
健
全
で
柔
軟
性
の

あ
る
財
政
構
造
の
確
立
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。歳

入
合
計

三
六
億
二
、
九
五
四
万
円

★
村
税
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
な

ど
厳
し
い
経
済
情
勢
に
あ
り
ま
す

が
、
税
収
確
保
に
努
力
し
た
結
果
、

ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
六
億
三
、
五

三
七
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
17
・

５
％
を
占
め
ま
し
た
。

★
地
方
交
付
税
は
、
国
か
ら
一
定
の

割
合
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

一
六
億
一
、
四
一
四
万
円
で
、
歳

入
全
体
の
44
・
５
％
と
な
り
ま
し

た
。
地
方
財
政
制
度
の
改
正
が
影

響
し
、
前
年
度
決
算
額
に
比
べ
て

６
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

★
国
庫
及
び
県
支
出
金
（
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
な
ど
）
は
、
あ
わ
せ

て
二
億
七
、
三
五
五
万
円
と
な
り
、

前
年
度
決
算
額
に
比
べ
て
32
・

７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

★
村
債
は
、
六
億
三
、
七
六
〇
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
17
・
６
％
を
占

め
ま
し
た
。
地
方
財
政
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
臨
時
財
政
対
策
債

（
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る
割
合
100
％
）

を
発
行
し
た
た
め
、
前
年
度
決
算

額
に
比
べ
36
・
４
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
過
疎
債

（
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る
割
合
70
％
）

や
辺
地
債
（
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ

る
割
合
80
％
）
な
ど
有
利
な
起
債

を
計
画
的
に
活
用
し
ま
し
た
。

歳
出
合
計

三
四
億
二
、
六
一
六
万
円

★
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を
あ

わ
せ
て
義
務
的
経
費
と
い
い
ま
す

が
、
歳
出
全
体
の
40
・
２
％
を
占

め
、
前
年
度
決
算
額
に
比
べ
４
・

８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

★
物
件
費
や
維
持
補
修
費
、
補
助
費

な
ど
を
一
般
的
経
費
と
い
い
ま
す

が
、
歳
出
全
体
の
25
・
２
％
を
占

め
ま
し
た
。
行
政
改
革
を
推
進
し
、

経
費
節
減
に
努
め
た
成
果
が
あ
ら

わ
れ
、
前
年
度
決
算
額
に
比
べ

11
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

★
普
通
建
設
事
業
費
と
災
害
復
旧
事

業
費
を
あ
わ
せ
て
投
資
的
経
費
と

い
い
ま
す
が
、
歳
出
全
体
の
25
・

７
％
を
占
め
ま
し
た
。
大
規
模
事

業
の
終
了
と
翌
年
度
へ
の
繰
越
事

業
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

前
年
度
決
算
額
に
比
べ
11
・
２
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
の

重
点
選
別
を
行
い
、
裏
磐
梯
物
産

館
を
は
じ
め
、
村
道
や
除
雪
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
消
防
施
設
、
公
営
住

宅
な
ど
、
生
活
水
準
の
向
上
に
直

結
す
る
施
設
の
整
備
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。

★
そ
の
他
、
学
校
週
５
日
制
に
対
応

し
た
村
営
学
習
塾
事
業
を
は
じ
め
、

首
都
圏
で
の
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
事

業
、
敬
宮
愛
子
様
の
ご
誕
生
を
お

祝
い
し
て
の
二
〇
〇
一
桜
植
樹
フ

ェ
ス
タ
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
に
も
力

を
入
れ
、
村
第
二
次
総
合
振
興
計

画
の
最
終
年
度
と
し
て
健
全
財
政

を
維
持
し
な
が
ら
計
画
的
に
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
実
質

約
二
億
五
、
七
〇
〇
万
円
の
黒
字
決
算

歳
入

歳
出

各 特 別 会 計 の 決 算　額

会　　　計　　　名 内 容 歳 入 歳 出
国 民 健 康 保 険
事 業 費 特 別 会 計

医者にかかったときの医療費の一部を
援助するための会計 ３億２，９９０万円 ３億０，２４３万円

水道を安全で安定的に使用してもらう
ための会計 １億２，３８１万円 １億２，２１０万円

桧原、裏磐梯地区の診療所の運営のた
めの会計 ３，４２４万円 ３，３７０万円

お年寄りの医療費の一部を援助するた
めの会計 ５億０，２８４万円 ５億０，２７９万円

北山、大塩、裏磐梯の下水道整備、維
持管理のための会計 ７億０，３１９万円 ６億９，６５１万円

小野川地区の下水道維持管理のための
会計 ５８４万円 ５６９万円

早稲沢、金山、桧原地区下水道整備、
維持管理のための会計 ４，２２４万円 ４，１９３万円

松陽台ニュータウン整備、分譲のため
の会計 ８，８３７万円 ８，６０５万円

介護の必要となった方を対象に介護サ
ービスの給付を行うための会計 １億５，２６４万円 １億４，６８１万円

１９億８，３０７万円 １９億３，８０１万円

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計
診 療 事 業 費
特 別 会 計
老 人 保 健
特 別 会 計
特定環境保全下水道
特 別 会 計
簡易排水施設事業
特 別 会 計
農業集落排水事業
特 別 会 計
住 宅 団 地 事 業
特 別 会 計
介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

合 計



⑤ 広報きたしおばら

総 額 53億6,417万円
一般会計 34億2,616万円
特別会計 19億3,801万円

村税 
６億3,537万円 
（17.5％） 

繰越金 
１億3,181万円 
（3.6％） 

繰入金 
１億4,351万円 
（4.0％） 

その他 
１億711万円 
（3.0％） 

地方交付税 
16億1,414万円 
（44.5％） 

国庫支出金 
１億7,869万円 
（4.9％） 

県支出金 
9,486万円 
（2.6％） 

村債 
６億3,760万円 
（17.6％） 

その他 
8,645万円 
（2.4％） 

総　額 
36億2,954万円 

総　額 
34億2,616万円 

普通建設事業費 
８億4,544万円 
（24.7％） 

災害復旧事業費 
3,337万円 
（1.0％） 

人件費 
６億2,131万円 
（18.1％） 

公債費 
７億1,944万円 
（21.0％） 

扶助費 
3,741万円 
（1.1％） 

物件費 
３億1,048万円 
（9.1％） 

維持補修費 
6,032万円 
（1.8％） 

補助費等 
３億7,899万円 
（11.0％） 

その他 
１億1,279万円 
（3.3％） 

繰出金 
３億661万円 
（8.9％） 

歳 入
（一般会計）

歳 出
（一般会計）



広報きたしおばら ⑥

首都圏における観光キャラバン事業 594万円

敬宮愛子様ご誕生祝2001桜植樹事業 2,029万円

裏磐梯観光協会補助金 812万円

裏磐梯地区沿道景観形成推進事業 226万円

北塩原村商工会補助金 430万円

中小企業融資利子補給事業 170万円

中小企業振興資金融資制度預託金 1,000万円

磐梯山情報被害救済資金 2,000万円

裏磐梯地区沿道景観形成推進事業 226万円

除雪ステーション整備事業（北山地区） 5,530万円

除雪機械整備事業（ロータリ除雪車） 2,823万円

村道剣ヶ峯・狐鷹森線整備事業 6,000万円

村道北山・大塩線整備事業 2,804万円

公営住宅整備事業（松陽台団地） １億1,824万円

喜多方地方広域市町村圏組合常備消防費負担金 8,377万円

消防ポンプ積載車購入事業 346万円

松陽台消防屯所整備事業 1,570万円

松陽台耐震性貯水槽整備事業 525万円

磐梯山火山防災訓練 95万円

村営学習塾事業 348万円

パソコン購入事業 987万円

遠距離通学・通園費補助事業 860万円

いわき市との交流事業 40万円

総合学習学校運営交付金事業 164万円

学力向上支援事業 50万円

中学校体育連盟競技大会参加事業 86万円

外国青年招致事業 546万円

ＩＴ講習事業（パソコン教室） 402万円

ふくしま駅伝参加事業 200万円

河川災害復旧事業（吾妻川、大早稲沢川） 1,483万円

道路災害復旧事業（大塩・桧原線、関屋・大久保線） 807万円

林道災害復旧事業（鷹ノ巣山線） 260万円

農地災害復旧事業 187万円

平成14年度一般会計決算から主な事業を紹介します

◇商工費

◇ 土木費

◇ 消防費

◇ 教育費

◇ 災害復旧費



⑦ 広報きたしおばら

◇ 総務費

◇ 民生費

裏磐梯物産館（旧裏磐梯ロイヤルプラザ）整備事業 １億1,450万円

桧原多目的集会施設整備事業 3,320万円

国際交流推進事業 600万円

第３次総合振興計画策定事業 218万円

生活路線バス維持対策事業 1,594万円

村社会福祉協議会運営事業 1,594万円

敬老祝金支給事業 517万円

在宅介護支援センター運営事業 1,032万円

デイサービス事業 237万円

高齢社会対策推進事業 100万円

老人福祉施設整備事業（老人ホーム、グループホーム） 997万円

身体障害者ホームヘルプサービス事業 310万円

重度心身障害者医療費助成事業 872万円

身体障害者補装具給付事業 115万円

児童手当助成事業 1,260万円

◇ 衛生費
乳幼児医療費助成事業 268万円

保健事業（各種検診、人間ドック） 851万円

地域保健推進特別事業（グッドヘルスプラン策定など） 802万円

合併浄化槽設置整備事業（補助金） 260万円

ごみ対策費 5,130万円

放置廃棄物撤去事業 213万円

地域環境美化推進事業（補助金） 78万円

リサイクル推進事業（補助金） 31万円

生ごみ減量化対策事業（補助金） 23万円

いこいの森食用油リサイクル作業所整備事業 1,556万円

◇ 農林水産業費
農産物直売施設敷地造成事業 4,190万円

稲作病害虫防除事業 125万円

主要農作物優良種苗購入事業 46万円

地域営農基金造成事業 300万円

地域水田農業経営確立支援事業 144万円

農家育成対策事業 252万円

農家育成集荷事業 200万円

中堅農家育成事業 50万円

中山間地域等直接支払推進事業 1,894万円

土地改良総合整備事業（北山地区） 2,699万円

ふるさと農道緊急整備事業（蛇平地区、北山地区） 2,088万円

林道大窪線整備事業 360万円



広報きたしおばら ⑧

生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！

9月12日（金）自然環境活用センタ
ーで『編み籠教室』を開催しました。
地元蛇平の小椋八重子さんと小椋キ
ヨ子さんを講師に、昼食持参で丸一日
かけて、紙テープを材料にした“手さ
げ籠”製作に挑戦しました。分かりや
すく、丁寧にアドバイスを受けた22名
の参加者は思い思いの自分の作品に
「作る楽しさ、ふれあい、学びあい」が
あることを感じておりました。

９月４日（木）北塩原村構造改善センターにおいて、陶芸教室
が行なわれました。北山・大塩地区から13名が参加し、講師に村
在住の前後喜平先生にお願いし、陶芸に使う材料や作り方につい
て指導していただきました。参加者は大皿や中鉢など時間が経つ
のを忘れて夢中で製作していました。
作品は、北山・大塩地区の文化祭に出
品しますので、どうぞごらんください。

▲前後喜平先生

熱心に作っています。

本村恒例のビーチバレーボール大会は、９月３日・４日の両日、自然環境
活用センターで17チームが激突し、熱戦を繰り広げました。
２日目のスーパーリーグではスーパーラガーチームが激戦を制し初優勝を

飾りました。

《　結　果　》
◇ほのぼのリーグ
優　勝 エキサイトラガー（裏磐梯）
準優勝 ラガー（裏磐梯）
第３位 ショーヨーＢＶＣ　Ｃ（松陽台）

◇スーパーリーグ
優　勝 スーパーラガー（裏磐梯）
準優勝 ショーヨーＢＶＣ　Ａ（松陽台）
第３位 ダイナマイトラガー（裏磐梯）

★ハッスル賞
・ほのぼのリーグ ・スーパーリーグ
穴澤祐樹（ショーヨーＢＶＣ　Ｃ） 江川　恵（リップスティックナチュラル）
外島正人（ポストンズ） 星　裕子（リップスティックレッド）
山内博和（かんぽのカンちゃんズ） 江川尚武（リップスティックブラック）

エキサイト
ラガーチーム

スーパー
ラガーチーム
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生涯学習情報生涯学習情報
《問い合せ先》生涯学習課　 ２３・053 4

日程等の詳細については、配布チラシをご覧下さい。

８月31日（日）デイサービスセンター西側にあ
る多目的グラウンドにおいて、午前中はグラウン
ドゴルフ交流会、午後はラビスパ東側の釣堀で魚
つりを行ないました。この世代交流は、村社会福
祉協議会と共催で開催され、村老人クラブの方々
と村内の小学生の親子が、一緒にグラウンドゴル
フを楽しみ、交流を深めました。
この日は、あいにくの天気で視界もグラウンド

状態も悪い中、子供たちは、おじいちゃんやおば
あちゃんにボールの打ち方を一生懸命教わってい
ました。

【10月】・各地区教養講座
・子どもの主張大会（６日）

・村長杯グラウンドゴルフ大会

（13日）

【11月】・各地区教養講座
・北山・大塩地区文化祭（２日）

・裏磐梯文化祭（14日）

・ふくしま駅伝（16日）

・お話の部屋（幼稚園・児童館・一般）

・音楽観賞会（17日）

・妊娠期子育て講座

・就学時健康講座

魚つりでは、８匹釣り上げた子が１番でした。
参加者は、お土産に魚を２匹ずつもらいとてもう
れしそうでした。参加した児童は、「おもしろか
ったから、また来年も来たいです。」と感想を話
していました。悪天候の１日でしたが、楽しく過
ごすことができました。
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＜材料＞４人分
白ごま …………………カップ１
牛乳 ………カップ２(約500cc)
くず粉 ………………………55g
【あまみそあん】
みそ ………………大さじ1/2
砂糖 …………………大さじ１
みりん ………………大さじ１
水 ……………………大さじ１

＜作り方＞
①ごまは、フライパンでサッと炒った後、油がでるまですり鉢ですります。
②すったごま、牛乳を混ぜ合わせてこし、鍋に移します。
③②にくず粉を加えて木べらでかき混ぜ、火にかけます。固くなってきたら火
からおろし、水で濡らした型に流し、冷まします。
④あんの材料を耐熱容器に入れ、よく混ぜます。電子レンジで約30秒加熱し、
取り出して混ぜます。加熱がたりないようなら、再度電子レンジにかけて調
節します。
⑤ごま豆腐を切りわけ、あんをかけます。

（1/4分量のエネルギー：336kcal 塩分：0.4g）

（
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剣
ヶ
峯
　
星
　
利
恵

大
塩
　
　
鈴
木
昭
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

剣
ヶ
峯
　
齋
藤
ト
シ
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

曽
原
　
　
和
田
　
　

下
川
前
　
星
　
ミ
サ
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

上
川
前
　
大
竹
英
子

剣
ヶ
峯
　
佐
藤
ト
メ

桧
原
　
　
穴
沢
　
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

剣
ヶ
峯
　
阿
部
久
仁
於

大
久
保
　
五
十
嵐
真
澄

北
山
　
　
吉
川
一
子

大
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

大
塩
　
　
穴
澤
エ
ミ
子

北
山
　
　
佐
藤
裕
子
　

大
塩
　
　
渡
部
新
一

高
畑
か
お
り

佐
藤
宣
子

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

北
塩
原
村
防
犯
協
会
裏
磐
梯
支
部
で
募
集
し
ま
し
た
「
ハ
ー
ト
フ
ル

う
つ
く
し
ま
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
裏
磐
梯
小
学
校
・
中
学
校

か
ら
合
わ
せ
て
38
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
10
日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、
優
秀
な
作
品
が
多
い
中
か
ら
左
記

の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

☆
小
学
校
の
部

最
優
秀
（
１
点
）

赤
　
星
　
亜
　
美
（
５
年
）

優
　
秀
（
２
点
）

鈴
　
木
　
　
　
楓
（
４
年
）

台
　
野
　
　
　
槙
（
３
年
）

入
　
選
（
３
点
）

台
　
野
　
　
　
駿
（
６
年
）

狩
　
野
　
春
　
香
（
５
年
）

会
　
田
　
知
　
世
（
２
年
）

☆
中
学
校
の
部

最
優
秀
（
１
点
）

吉
　
岡
　
春
　
香
（
３
年
）

優

秀
（
２
点
）

狩
　
野
　
裕
　
貴
（
３
年
）

渡
　
部
　
亜
　
紀
（
２
年
）

入

選
（
３
点
）

伊
　
関
　
ま
ひ
ろ
（
３
年
）

細
　
川
　
彩
　
美
（
２
年
）

伊
　
関
　
は
る
ひ
（
１
年
）

最
優
秀
赤
星
亜
美
さ
ん
の
作
品

最
優
秀
吉
岡
春
香
さ
ん
の
作
品

北
塩
原
村
防
犯
協
会
裏
磐
梯
支
部
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役場職員の意識改革

『KS20PJ』とは
職員の意識改革と資質の向上を
目指し、企業的感覚を取り入れ行
政コストの削減・グループ制の機
能化・村民ニーズに対応したサー
ビスの充実などといった目標に向
けてスムーズに展開していくため
に、経営コンサルタント中山勝之
先生の指導の下、全職員が取り組
んでいる全国で例のないプロジェ
クトです。

９月12日にKS20PJ（北塩原村の平成20年に向けてのプロジェクト）
の中間報告会を開催しました。
５月から月２回の割合で行財政改革の取組みを行う課長を対象とした

グループリーダーの活動と、グループ制導入の早期定着化と業務の効率
化に取組む各グループの報告がありました。
グループリーダーの報告では、マネジメント分析・価値観分析・強味

弱味分析等を実施して基本戦略フレームを作成し、今後は組織のスリム
化・人事システムの革新・業務評価の導入等の具現化にむけて活動を展
開していきます。
一方、各グループからは基本方針展開企画書を作成し、ワークサンプ

リングによる各個人別の仕事分析を実施
し、コストの削減を図り業務の効率化と
スリム化の推進を図るなどの報告があり
ました。
この取り組みは、今までの職員１人一

役から、１人三役の業務を行えるよう、
企画力と人を使える管理職の育成と、横
の連携を強化し全体で動ける人材の育成
を図るためのものです。今後も意識改革・
行政改革・発想の転換・業務の効率化に
向け、このプロジェクトを推進していき
ます。

お年寄りがお医者さんにかかるとき
「「老老人人保保健健制制度度」」でで医医療療をを受受けけててまますす

老人保健制度は、すべての医療保険（国保、健康保険など）がお金を出し合い、
公費と合わせて高齢者の医療費を支え合う制度です。

●昭和７年９月30日以前に生まれた人

●一定の障害のある65歳以上の人

・昭和７年10月１日以降に生まれた人は75歳になる月
の翌月（１日が誕生日の人はその月）から対象とな
ります。

保険証、医療受給者証、健康手帳を医療機関の窓口
に提出します。一部負担金は、次のとおりです。

同じ月内に、下表の限度額を超えて一部負担金を支
払ったとき、申請により超えた分が支給されます。

＊（ ）内は、12か月間に４回以上高額医療費の支給をうけ
る場合（多数該当）の４回目からの限度額です。

※低所得Ⅱとは、世帯主と世帯全員が住民税非課税の人です。
※低所得Ⅰとは、世帯主と世帯全員が住民税非課税かつ各種収
入等から必要経費・控除を差し引いた所得が０円となる世帯
の人です。

※該当する受給者の方には、役場から通知をします
ので必ず申請書を提出して下さい。

お問い合わせ　住民生活課　 ２３・３１１３（内線３０４）

一定以上
所得者
一　　般

Ⅱ
Ⅰ

低所得

外来の限度額
（個人ごとに計算）

40,200円

12,000円

8,000円

入院および世帯ごとの
限度額
72,300円

＋［（実際の医療費－361,500円）×1％］
（40,200円）＊

40,200円
24,600円
15,000円

原　則
▽
１割

一定以上所得者
▽
２割
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よも やま

情報
よも やま

情報
i n f o r m a t i o n

10
月
20
日
（
月
）
〜
26
日
（
日
）
の
一
週
間
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
の
よ
り
一
層
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

こ
の
週
間
中
に
全
国
一
斉
に
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

当
村
に
お
い
て
は
、
行
政
相
談
員
が
い
つ
も
自
宅
等
で
相
談
に

応
じ
て
い
る
ほ
か
、
次
の
と
こ
ろ
で
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。役

所
（
国
、
県
及
び
市
町
村
）
や
公
団
・
公

庫
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
分
か
ら
な

い
こ
と
、
要
望
し
た
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
、
例
月
の
相
談
会
と
あ
わ
せ

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

10
月
20
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

大
塩
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
和
室

０
２
４
１
・
33
・
２
４
０
６

北
塩
原
村
大
字
北
山
字
村
ノ
内
４
１
２
２
番
地

０
２
４
１
・
24
・
３
６
７
６

開
催
日
時
・
場
所

担
当
の
行
政
相
談
員

遠藤
えんどう

聖一郎
せいいちろう

さん

年金制度についての様々な疑問に対して、厚生労働省
では「公的年金制度に対する考え方」をまとめ、ＰＲを
行っています。
「社会保険庁ねんきんホームページ」では「考え方」の
他に、Ｑ＆Ａや年金の役割などを詳しく紹介しています。
インターネットを利用される方はご覧になってみてく

ださい。
〈年金ＨＰアドレス〉http://www.nenkin.go.jp

北塩原村商工会による幼稚園、小・中学校の修理
奉仕作業が、８月６日に行われました。
これは、商工会建設業部会活動の一環として、毎

年夏休み期間中に行われているものです。
今年は、プールのペンキ塗りや扉の補修など13ヶ
所の修理等をしていただきました。ありがとうござ
いました。

▲北山幼稚園
プールのペンキ塗り

▼北山小学校　
扉の修理

第26回

９
月
７
日
（
日
）
に
自
然
環
境
活

用
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
会
津
各

地
域
の
文
化
団
体
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
「
全
会
津
芸
術
文
化
振
興
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、
大
塩
松
謡
会
・

北
塩
原
郷
土
芸
能
保
存
会
が
「
故
里

の
祝
い
唄
」
を
発
表
し
、
昔
は
ど
こ

で
も
行
っ
て
い
た
結
婚
式
の
様
子
を

再
現
し
ま
し
た
。
昼
食
時
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
北
山
・
大
塩
・

裏
磐
梯
の
各
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
愛
好
会

が
そ
れ
ぞ
れ
に
集
ま
っ
た
約
６
０
０

人
の
前
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

全会津芸術文化振興会議
本村にて開催
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秋の夜長に片づけ
をしていて手にし
たアルバムをひら
いてみたら、昔懐
かしい写真が出て
きて、誰が写って
いるのかと目を近づ
けたり離したりして
思い出に耽けりました。

この写真は小学２年生頃のもので、芳賀先生と８人の有
志です。写真の下には、母の文字で「書き方の練習」と書いて
ありました。２人はもういない人、他のみんなは元気でいるらし
いけれど、１人は同級会にもあまり出席していないことに気づき
心配です。
この頃の遊びは、男はペッタぶち、休み時間になると廊下や校

庭でペタッ、ペタッと音を立てよくやっていたようです。兵隊ご

っこなどもよくやっていました。
女の子の遊びは多彩でしたが、一番好きだったの
はお手玉です。（その頃ヘホつきと言っていました。）
ギヤマ、おはじき、ぬりえなどいろいろありました
が、中でもお手玉はいつも５個か６個は着物の袂に
入れていて、重そうに見えましたが、本人は決して
重くなかった記憶があります。夏は縄跳び、輪ゴムを
繋いで作ったゴムで跳ぶ一寸ばねは、高さがだんだん
上がっていって、黄色いメリンスの三尺帯が蝶のように

見えたものです。
家に帰ってからも、下吉や谷地集落まで遊びに行って暗くなっ

て帰っては叱られたものです。
思い出が後から後から湧いてきて、片づけが中途半端になって

しまいました。
今度、同級会があったら、昔話に花を咲かせましょう。

思 い 出　　　
第34回

今
月
の
納
税
な
ど

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

村
県
民
税

３
期
分

固
定
資
産
税

３
期
分

国
民
年
金

10
月
分

上
下
水
道
使
用
料

９
月
分

国
民
健
康
保
険
税

３
期
分

介
護
保
険
料(

普
通
徴
収
分)

３
期
分

国
民
年
金

９
月
分

上
下
水
道
使
用
料

８
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金

２
期
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

齋
藤
　
大
志
（
喜
代
一
・
子
）
上
川
前

内
田
　
昌
吾
（
ト
ヨ
子
・
夫
）
松
陽
台

田
中
　
常
信
（

繁
・
父
）
金
　
山

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！
《
９
月
》

（（
石
井
　
秀
典
（
北
山
二
区
）

圓
井
　
里
美
（
石
川
郡
浅
川
町
）

伊
藤
　
祐
喜
（
大
塩
上
区
）

安
齋
　
幸
子
（
郡
山
市
）

休日当番医

星医院……………… 22 - 0005
（医）福田耳鼻咽喉科医院… 24 - 4187

みつはし医院……… 21 - 1311
（医）愛生会 三浦産婦人科医院… 22 - 0293

（医）山田産婦人科医院…… 22 - 6300
渡邊小児科医院…… 22 - 3133
（医）あきもと整形外科クリニック… 22 - 1515
（医）いとう眼科… 22 - 5900

第二次救急当番医

県立喜多方病院…… 22 - 2181
小 野 病 院………… 22 - 0414

有 隣 病 院………… 24 - 5021
入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

小 野 病 院………… 22 - 0414
県立喜多方病院…… 22 - 2181

鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333

入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

内海　怜子さん （北山３区）

支援室　須藤　裕三
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◎福島県立喜多方病院の小児科休診のお知らせ
９月23日（火）～小児科医師不在のため、長期休診と
なりました。


